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１．はじめに 

 アスファルト舗装の長寿命化や省資源化の動向に呼応して，アスファルト混合物の耐久性を適切に評価する必

要がある．さらに，アスファルト，骨材といった使用材料の違いがアスファルト混合物の耐久性へ及ぼす影響も

評価できる方法が望ましい．さて，現在，耐久性評価の一つとしてホイールトラッキング試験から得られる動的

安定度でアスファルト混合物の耐流動性を評価することが一般的であり，実績も豊富である．しかしながら，比

較的大きな動的安定度を呈するようなアスファルト混合物に対してその優劣を評価するには改善の余地が少なく

ないことは周知の通りである．そこで本研究では，中実円柱供試体を繰り返しねじったときの供試体の累積変形

から，アスファルト混合物の耐久性の評価を試みた． 

２．試験概要 

 本研究で使用した試験装置は鉛直載荷ユニット，トルク載荷

ユニット，制御ユニットから構成される試作機であり，その載

荷ユニット部を図-1 に示す１）．今回実施した試験は，マーシャ

ル試験用の供試体を用いて，その上下端を接着剤にて載荷ユニ

ットの上下キャップに固定して下キャップに所定のトルク（目

標 14Nm）を載荷時間 0.1 秒，休止時間 0.7 秒のハーバーサイン

波で繰返し載荷するものであり，供試体が破断するまで載荷し

た．その間，供試体の軸方向変位をゼロに拘束している．また，

供試体を 60℃の温水に水浸させた状態での試験である．回転角

の計測に関しては，マグネスケールとレーザー変位計を用いた． 

 試験に用いたマーシャル安定度試験用の供試体は，道路会社

から提供して頂いた室内実験室にて製作されたもので，密粒度

改質Ⅱ型アスファルト混合物（13）（以後，密粒度アスコンと称

する）と排水性高粘度改質アスファルト混合物（13）（以後，排

水性アスコンと称する）の 2 種類である．これらの基本性状を

表-1 に示す．なお，以下では回転角を変形と定義して考察して

いる． 

３．試験結果と考察 

 1 個の排水性アスコン供試体で得られた回転角と載荷回数の関

係を図-2 に示す．回転角は，載荷初期にいったん急増後ほぼ一定

の割合で漸増した後，ふたたび急増して破壊に至ることがわかる．

本研究では，図中にしめすようにそれぞれの段階を圧密，流動，

剥離段階と称し，圧密段階の直線部分を圧密直線，流動段階の直

線部分を流動直線，剥離段階の直線部分を剥離直線と称する．さ

らに，圧密直線と流動直線の交点を流動変曲点，流動直線と剥離

図-1 試験装置の概要 

表-1 アスコン供試体の基本性状 
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直線の交点を剥離変曲点と呼ぶことにした．図-3 は，全ての供

試体で得られた回転角と載荷回数の関係をまとめたものである．

この図では少しわかりにくいが，アスコンの種類にかかわらず

全ての供試体が図－2 に示したような逆 S 字のような回転角と

載荷回数の関係を呈している．また，密粒度アスコンと排水性

アスコンを比較すると，明らかに密粒度アスコンの方が剥離変

曲点での載荷回数が大きく流動直線の勾配が小さいことがわか

る．ここで，各変曲点での載荷回数と回転角および各直線の勾

配を表-2 にまとめて示す．表より，剥離変曲点での回転角や圧

密直線の勾配も排水性アスコンの方が大きいことがわかる．こ

れらのことから，少なくとも大きな空隙率を有するアスコン供

試体の方がいずれの段階でも 1 載荷当たりの回転角が大きく剥

離変曲点までの累積回転角も大きくなると言える． 

 次に，同種の混合物の 4 個の供試体について見てみると，排

水性アスコンでは剥離変曲点での載荷回数および各直線の勾配

に比較的大きな個体差が現れており，密粒度アスコンの場合も

同じである．一方，剥離変曲点での回転角については，排水性

アスコンで約 5 度，密粒度アスコンで 2 度程度と個体差が比較

的小さいことがわかる．流動変曲点での回転角も一部の例外は

あるが排水性アスコンで約 1 度，密粒度アスコンで 0.5 度程度で

ある． 

 ところで，室内実験室で手動にて１つずつ作製した供試体で

は，個体間で骨材の噛み合わせや配向度合い，空隙

の分布といった供試体の内部構造にバラツキが生じ

ている可能性がある．排水性，密粒度アスコンに係

わらず，各段階での直線の勾配に比較的大きな個体

差が出たのはこのような供試体内部の構造の違いを

捉えたためではないかと推察できる．他方，各変曲

点での回転角は，同種混合物の個体間でほとんど差

がないことから供試体の内部構造には比較的鈍感で

あるということになる．これらの指標をうまく活用

することによって様々な混合物の耐久性をより細か

く評価できるのではないかと考える． 

４．おわりに 

 本報では，アスファルト混合物供試体を繰り返しねじりせん断して得られた回転角と載荷回数の関係に基づい

ていくつかの指標を提案し，混合物の耐久性を評価できるかどうかの検討を試みた．試験数が少なく断定的なこ

とは言えないが，各指標を用いて混合物の差別化を図れる可能性は示せたのではないかと考えている．今後，様々

なアスファルト混合物についてより多くの試験を行って検討していく所存である．最後に，大林道路(株)の荒木

様・香川様，(財)阪神高速道路管理技術センターの久利様には混合物供試体の入手に際してたいへんお世話になり

ました．ここに記して謝意を表します． 
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表-2 各変曲点の回転角と載荷回数 

および各直線の勾配 

図-3 全ての供試体で得られた 

回転角と載荷回数の関係 

図-2 回転角と載荷回数の関係の一例 
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